























の中で「現時点（2010 年）では 200 万
人程度といわれてきましたが、専門家の間では、す























































































































218 件、身体運動と認知機能で 169 件、身体活動と
認知症で 623 件、身体運動と認知症で 548 件、体力
と認知機能で 63 件、体力と認知症で 94 件であった。
重複を除くと、合計で 859 件であった。PubMed で
"cognitivefunction"と "physicalactivity"をキーワー
ドに検索した場合は 528 件、"cognitive function"
と "physicalexercise" の場合は 110 件、"dementia"
と "physicalactivity" の場合は 168 件、"dementia"
と "physicalexercise" の場合は 581 件、"dementia"
と "physicalfitness" の 場 合 は 119 件、"cognitive














































































　“BENEFITS OF REGULAR PHYSICAL
ACTIVITYAND/OREXERCISE
　Evidence to support the inverse relationship
betweenphysicalactivityandprematuremortality,
CVD/CAD, hypertension, stroke, osteoporosis,
Type 2 diabetesmellitus,metabolic syndrome,
obesity, coloncancer,breast cancer,depression,


































































































































































































































































































































14 人中 11 人であり、期間中のウォーキング実施頻


























































































設在住高齢者合計 153 人（女性 102 人、男性 51 人、











スゥェーデン人を、70 歳から 88 歳の間、追跡調査
することによって検討した。79 歳から 88 歳の間に
認知症と診断された女性は過体重であり、認知症で
ない女性と比較して、70 歳時、75 歳時、79 歳時に
おいて、有意にBMI 値が高かった。アルツハイマー
型認知症と診断された女性の過体重の程度は、認知
症でない女性と比較して、70 歳時、75 歳時、79 歳
時において、有意に高かった。女性においては、70

































































































































































































































































































































































栄養因子 (BDNF) の血中濃度が、安静時で 10.3 ±
1.4pg•ml－1 から 16.8 ± 2.1pg•ml－1 へと、最大運
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